




























































































































































































































































































































学生 日本語手書き 日本語入力 英語手書き 英語入力
A 512 153 929 260
B 563 276 1012 431
C 582 365 1231 705
D 712 229 695 458
E 441 179 829 330
F 418 130 732 234
G 498 174 1110 274
H 422 79 647 243
1 400 155 866 275
」 486 205 521 244
K 849 122 600 372































































































































































学生 10月9日 11月27日 12月4日 12月9日 2月10日
A 153 184 270 236 279
B 276 327 352 343 391
C 365 一 641 603 723
D 229 240 296 257 349
E 179 331 373 384 424
F 130 154 188 218 215
G 174 167 311 264 310
H 79 195 197 199 242
1 155 209 234 234 234
」 205 300 311 411 375
K 122 220 237 179 255
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図1　キーボードを良く見てみよう！キーボードはどんな風に並んでいるだろうか。
2回目の練習
　次の講義では、両方の人差し指が担当している6文字ずつをおぼえてもら
う。frftfgfbfv，jujyjhjnjmという具合に、ホームポジションのfとjを中心
に、人差し指を動かして、角度を感じ取ってもらうのである。frの場合は、f
から指を上段に動かす時に「戻る」感じ、ftの場合はfから指を上段に動か
す時に「伸ばす」感じという具合に、一番よく使う人差し指を丁寧に角度を
感じながら、キーを覚えてもらう。
　この段階で、最初の講義と同じように単語ゲームをすると、かなりたくさ
んの英語や日本語が打てることにゲームをやりながら、気がつくのである。
人差し指（左手rtと右手yu）で十分に角度について敏感になっていると、中
指・薬指・小指は間違えることなく上段（左手qwe右手iop）の入力がで
きるようになっている。
3回目の練習
　下段（左手zxcvb右手nm，．／）の指導は、少し工夫が必要である。例え
ば、fvfbの練習の折に、英文でvbの打ち間違いが非常に多いことを説明し
ておく。fvはr軽く右下」、fbは指をrぐっと伸ばして右下」というように
角度を意識しながら、入力を繰り返す。jmjnも同様である。mとnも、英文
において、打ち間違いが多い文字である。jmの場合は「手首を内側に回転
させるように」、jnの場合は「そのまま左下に指を伸ばす感じ」というよう
に、各自で角度の違いを感じ取ってもらう。asdfのキーの上に置いた左手
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とjkllのキーの上に置いた右手を、下段に下ろすときの感じをよく覚えても
らう。上段の左手をqwerからasd£そしてzxcvに動かすと、キーボードの
流れを再確認できる。上段の右手も同様である。uiopからjkll、そしてm，．／
に動かして、キーボードの流れを確認した上で、ホームポジションから指
を離さずに、下段を打つ練習を繰り返すのである。人差し指と小指はあまり
難しくないのに比べ、中指と薬指、特に、dCSXの左手の入力は難しいと感
じる学生が多いようである。
6．2　姿勢について
　ピアノを習っていた学生の多くがタッチメソッドの技術の飲み込みが速い
のは、正確に鍵盤をたたく練習と共通するものがあるからであろう。ピアノ
を習っていた学生でもう一つ速度に影響があるのは、姿勢の良さである。タ
イプライターでタッチメソッドを教えていた時代には、誰もが姿勢について
もっと厳しかった。なぜなら、不自然な姿勢での長時間の入力は、腱鞘炎な
どの障害をすぐに引き起こしたからである。それに比べ、ワープロやパソコ
ンのキーボードになり、打つ時にも力がかからなってからは、姿勢について
あまり注目されなくなった。けれども、入力の姿勢は、今でも健康を左右す
る大事なものだと私は考えているので、TWIの指導方式を使って指導して
いる。
　最近のキーボード練習ソフトの解説には、リストレスト（手首を置く台）
を薦めているものがある。タッチメソッドを教えている立場から考えると、
リストレストを使いながらの入力は決して健康的ではないと、私は考えてい
る。ピアノを弾く時と同様、タッチメソッドの場合、手をアーチの形にする
方が疲れにくい。それは、アーチ型に手を丸くすることにより、キーボード
からの反発で指が疲れることを最小限にできるからである。リストレストを
使いながら入力をすると、指は伸ばした形での入力となり、長時間の入力で
は、かえって疲れを増すことになる。
　姿勢については、健康を重視するならば、少々椅子が高いと感じられても、
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ディスプレイを見下ろし、キーボードの上に手をアーチ型に丸くして置ける
高さまで椅子を高くする必要がある。この椅子の高さは、大抵の学生にとっ
てはじめは高すぎると感じられるようで、抵抗があるようである。けれども、
椅子の低い状態と高い状態で入力を実際にして比べてみると、椅子の低い状
態のほうが疲れてしまうことが分かる。椅子が低いと、腕をキーボードに持
ち上げるような形になり、ディスプレイも見上げる状態になるからである。
ディスプレイを見上げる状態で長く見つめるのは、蛍光灯を長く見つめるの
と同様、目が疲れるし、乾燥する。ドライアイなどにならぬためにも、ディ
スプレイの位置を目より低くすることは、重要なポイントである。キーボー
ドにのしかかるような椅子の高さは、はじめは抵抗があるかもしれないが、
椅子の3分の2位の部分に腰をかけて、脚を組まずにきちんと地面につけて
入力すると、長時間の入力でも疲れは少ないのである。
　講義では、一番最初の講義の折に入力の姿勢を写真で撮り、最後の時問の
姿勢も写真で撮って比較することにしている。不思議なことに、入力が速く
なる学生は、キーボードを打つ姿勢も美しくなる。以下の写真は、平成15年
度の学生の最後の講義の時の写真である。二人とも背筋がきちんと伸びてい
る。
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6．3　パソコンを生活に取り入れる
　キーボードの位置を覚えたら、キーボード入力の楽しみを知ることが大切
である。講義の中では、全部のキーを目をつぶったままでしっかり打てるこ
とを確認したら、ゲームをする。誰かが思いついた単語を始まりとして、キー
ボードでしりとりをするのである。英語か日本語かは、日によって異なるが、
自分で考えたことをキーボードですぐに打つ練習になる。二人組みになって、
相手の言った単語を聞きながら入力する場合もある。前の週に比べ、入力の
速度が速くなっていることを実感できると、後は時問を決めて学生のやりた
いことをやってみる。自分の好きな曲の歌詞を歌いながら入力する学生もい
れば、チャットが大好きでチャットをする学生もいる。とにかく、自分の考
えていることが指ですぐ打てるという快さを感じることが大切なのである。
　更に、パソコンが自宅にある学生には、できる限り普段の生活の中でパソ
コンに触れる機会を増やすように指導している。パソコンに触れる機会を増
やすことが、タッチメソッドの技術を習得した後、入力速度のスピードアッ
プにつながるのである。白鴎短大の場合、パソコン教室を空き時問に自由に
使えるオープン利用というシステムがある。パソコンが自宅に無い学生ばか
りでなく、ある学生も、友達と一緒にこのオープン利用で課題をやっている
ことが多いようだ。パソコン室で課題をやるために友人と過ごした時問が、
今ではとてもよい思い出になっている、という感想もある。パソコンが自宅
にない場合でも、大学などで積極的にパソコンに触れることにより、学生は
十分に力を伸ばしているのである。
7．タッチメソッドの技術の習得が学生に与えたもの
　タッチメソッドの技術をパソコンを教えるのにあたり、既にタイプライティ
ングの授業にパソコンを取り入れていた実践女子大学に見学に伺ったことが
ある。15年も前のことである。
　r私どもの大学では、検定の受験指導は熱心ではありません。なぜなら
　『実践女子大のタイプライティングの授業で優を取った』と言えば、どこ
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　の商社でも十分にタイプライティングの能力があると認めてくださるから
　です。卒業生が、それだけの実績を作ってくれているのです。」
　と言われて、私はびっくりしたものである。当時、栃木県でタイプライティ
ングの能力を認めて採用してくださる企業は限られていたし、残念ながら
「白鴎短大のタイプライティングで優を取りました」と言っても、通用しな
かったであろう。そこで、学生には、全国どこへ行っても通用する資格とい
うことで、日本商工会議所主催の英文タイプライティングの検定をすすめた
のである。
　英文タイプライティングの資格を取得したことによって、英文を打つこと
に自信を持ち、その技術をいかして就職した学生もいた。昭和63年から平成
3年まで、ミシンの輸出を行っていたシンガー日興（株）に入社した卒業生
は6名いるが、そのほとんどがタイプライターを使っての貿易業務について
いた。10年くらい前になるが、宇都宮に英文タイプライティングの検定試験
の状況を見に行ったところ、卒業生が現れた。日頃、貿易文書を打っている
タイピストであるが、自己研鑛のために英文タイプライティング検定を受け
るグループを作って、練習をしているのだという。検定中、彼女たちは見事
なタッチメソッドで、検定試験の問題を打っていた。
　現在ではセカンドスクールも珍しくないが、1990年代の大学はあくまでも
研究の場であり、技術など実学を学ぶところではないという時代であった。
けれども、検定を受験した学生が、その技術を活かそうとシンガー日興（株）
に就職したり、より上の技術を目指して、就職後も検定にチャレンジする姿
に私は感動を覚えた。技術を学ぶことは、研究することに比べれば、あまり
に実務的であるのかもしれない。けれども、技術を学ぶことにより、自分に
自信を持ち、より高いものヘチャレンジしようという意欲を持つ学生が多く
いるということを、私は白鴎短大での16年間に学生から教えられたのである。
　高等教育の場でも、技術を学ぶことを軽んじるべきではないのではないだ
ろうか。「できる」という確かな自信は、次へのチャレンジヘの足がかりに
なるのである。タッチメソッドという技術をこの学校で学生に伝えることが
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できたことに、私は今心から感謝している。
　最後に、今回の原稿を作成するにあたり、TW　Iの指導方式についてアド
バイスしてくださった日本産業訓練協会講師の溝口卓男先生、中学校の「技
術」の現状について説明してくださった中学校の猪野雅彦先生と間中理恵先
生、農業高校の現状について説明してくださった中臣正之先生、そして写真
を撮ることに協力してくれた短大の学生たちに、心から感謝の意を表したい。
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